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　会津若松市地域福祉計画策定事業

地域福祉の推進に係るアンケート調査報告書（概要版）

１　調査の目的

　　この調査は、会津若松市地域福祉計画策定方針に基づき、複雑化・多様化する地域に 

　おける生活課題や福祉課題及び地域福祉の推進に係る市民ニーズを的確に把握し、計画

　策定に反映していくことを目的としています。

２　調査の方法
（１）調査対象者数及び調査方法

　　　住民基本台帳から無作為に抽出された満２０歳以上の市民５，５００人を対象に、

　　郵送によるアンケート調査を実施しています。

　　【内　訳】　　

20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳～

900人 900人 900人 900人 900人 1,000人

（２）回答者数

　　　回答者数は１，８３８人で、３３．４％の回答率となっています。

（３）調査期間

　　　調査期間は平成２５年８月１日から８月３０日までの１ヶ月間です。

３　アンケート調査結果からの分析結果

（１）回答者の属性

　　【年齢】

　　　○アンケート調査の回答者は６０歳代、７０歳代が約半数を占め、年齢が低くなる

　　　　ほど回答率が低くなっています。　

　　【世帯形態】

　　　○二世代以上で同居している世帯については86.9％を占めています。

　　

　　【居住年数】

　　　○居住年数については、20年以上にわたり、住み続けている人が66.1％を占めて

　　　　います。
　　　

　　

　　

　　【住まいの形態】

　　　○住まいの形態については一戸建て（自己・家族所有）が84.8％を占めています。

　　　　　

不明70歳代以上 60代 50代 40代 30代 20代

27.0％ 22.8％ 16.5％ 13.7％ 10.3％ 9.4％ 1.3％

一戸建て（自己・家族所有） 一戸建て（借家） 集合住宅（自己・家族所有） 集合住宅（借家）

84.8％ 5.1％ 1.6％ 7.9％
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4.2%
4.0%

1.8%
0.8%
2.9%
3.2%

1.0%
0.3%
2.4%
2.4%
1.5%
0.3%

57.2%
1.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

民生委員児童委員(37)
町内会役員(365)

日本赤十字奉仕団員(77)
消防団員(73)

スポーツ少年団の指導者(33)
子育て支援関係団体(14)
育成会こども会役員(54)

防犯交通安全関係団体(58)
認知症サポーター(18)
老人福祉相談員(6)

老人会クラブ役員(45)
農業関係団体の役員農事組合など(45)
保健委員や食生活改善推進員(27)

保護司(5)
特にない(1,052)

その他(31)

有効回答者数：1,838

　　【継続居住の意向】

　　　○多くの人が長年にわたり同じ地域で今後も生活し続けたいと考えています。　　
　　　

　　

　　【職業分布】

　　　○回答者の職業は、大きく分類すると「勤務している人」、「勤務していない人」

　　　　とに区別することができ、「勤務している人」の特徴としては時間的な余裕があ

　　　　まりないことがわかります。

　

　

（２）地域福祉活動の現状と将来

　【地域の優先課題】

　　○地域の優先課題としては、安否確認の声かけ、話し相手、買い物や電球交換、ゴミ

　　　出しなどのちょっとした作業、除雪などの活動が必要と考えている人が多い傾向に

　　　あります。　　　
　　　

　　　

　【地域での役割】

　　○多くの住民が地域で何らかの役割を担っておりますが、その中でも町内会役員が最

　　　も多くなっています。
　　　

　　　

　　　

住み続けたい どちらともいえないどちらかといえば
住んでいたい

どちらかといえば
出て行きたい

64.1％ 16.5％ 13.9％ 5.5％

自営業 農業 正社員 パートアルバイト 契約社員 公務員 学生 家事専業 無職及び年金 失業中 その他

13.5％ 4.2％ 23.4％ 10.0％ 4.8％ 3.7％ 1.2％ 10.5％ 22.5％ 3.0％ 3.2％

46.3%
31.9%

19.0%
29.1%

28.0%
28.1%

10.0%
11.2%

28.4%
9.7%

6.8%
8.5%

4.4%
1.6%

0.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

安否確認の声かけ(851)
話し相手(586)

悩みごと心配ごとの相談(349)
日用品などのちょっとした買い物(535)
電球交換などのちょっとした作業(514)

ごみ出し(516)
玄関前の掃除(184)
庭の手入れ(206)

玄関前の除雪(522)
短時間の子どもの預かり(179)
保育園幼稚園の送迎(125)
通院の付き添い送迎(157)

病気の時の看病(80)
経済的な支援(30)

その他(7)

有効回答者数：1,838

（回答者の属性から見た分析結果）

今後、地域福祉活動を展開する上では、６０歳代や７０歳代の経験や人脈、時間のゆとり

を持っている人が牽引しつつ、現時点では時間的な余裕がない若い世代に、次世代の地域

を担っていただけるよう育成することが必要になると考えられます。



44.1%

20.5%

11.2%

92.1%

27.5%

10.2%

9.8%

10.1%

7.8%

3.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

お祭り(547)

地区運動会(254)

地区文化祭(139)

清掃活動・廃品回収・堰さらい・側溝そうじ(1,142)

除雪活動(341)

防犯・防災・交通安全活動(127)

こども会行事(121)

小中学校行事(125)

老人クラブ活動(97)

その他(48)

有効回答者数：1,240

　【参加している活動や行事】

　　○69.5％の人が地域活動に参加しており、活動内容は、「清掃活動」等に参加してい 

　　　る人が92.1％を占めています。

　　

　　

　　

　【地域活動への参加状況（年代別）】

　　○地域活動への参加状況は、若い世代の参加率が低く、今後いかに参加を促していく

　　　かが課題となっています。　

　

　【災害時のために情報を知らせてもよい範囲】　

　　○災害時の支え合いを目的とする場合には、友人・知人、近所の人、町内会との協力 

　　　関係が結びやすくなり、個人情報の提供についても合意を得やすいと考えられます。
　　　

　　　

　　　

全世代20代 30代 40代 50代 60代 70代以上

30.4％ 58.7％ 65.4％ 77.8％ 78.0％ 77.6％ 69.5％

82.7%
32.5%

76.2%
48.0%

32.5%
15.7%

0.9%
1.4%
2.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

名前(1,520)
生年月日(597)

連絡先(電話番号)(1,401)
家族や親せきの連絡先(883)

病気(通院)や障がいの状況(598)
福祉サービスの利用状況(288)

所得の状況(16)
その他(25)

何も知られたくない(42)

有効回答者数：1,838

（地域福祉活動の現状と将来についての分析結果①）

◎清掃活動など、既存の地域活動をきっかけとして一人暮らし老人宅の安否確認の声かけ、

　話し相手など地域福祉活動を展開していくこともひとつの方法と考えられます。

◎地域の優先課題の中の「病気の時の看病」、「経済的な支援」については、地域住民に

　よる支援ではニーズを満たすことができず、行政、事業所、施設・病院等の公的機関が

　対応すべきと考えられます。

（地域福祉活動の現状と将来についての分析結果②）

◎若い年代への地域福祉活動への参加可能範囲については、取り組みやすい防災活動から

　始めることもひとつの方法ではないかと考えられます。



39.7%
14.0%

24.0%
27.8%

34.9%
43.9%

60.3%

60.3%
86.0%

76.0%
72.2%

65.1%
56.1%

39.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全年代(1,790)
20代(171)
30代(183)
40代(241)
50代(298)
60代(408)

70代以上(469)
知っている 知らない

　【地域福祉活動への参加可能範囲】

　　○地域福祉活動には、回答者の50.6％が町内会の範囲であれば参加できると答えて

　　　います。

　　　

　　

　【地域福祉活動のリーダー像】

　　○地域福祉活動のリーダー像については、行政等からの地域福祉の研修を受けた人、

　　　意欲のある人という意見が多く見られ、今後、リーダー育成のための研修制度をい

　　　かに整備していくかが課題となっています。

　【地区担当民生委員・児童委員の認知度（年代別）】

　　○民生委員・児童委員については、若い世代からの認知度が低いという課題がありま

　　　す。

　【民生委員・児童委員の活動で充実してほしいこと】

　　○民生委員・児童委員の役割については、見守り、情報の提供、日常生活の悩みや心

　　　配事の相談、福祉サービス利用にあたっての調整や支援について期待の声が寄せら

　　　れており、地域福祉活動における民生委員・児童委員への期待は大きいと考えられ

　　　ます。

33.7%
50.6%

5.4%
1.9%
2.7%
2.0%
3.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

隣組単位(481)
町内会(722)
小学校区(77)
中学校区(27)

公民館・市民センターの区域(38)
合併前の区域（旧若松、北会津、河東）(28)

市内全域(54)

有効回答者数：1,427

13.7%

19.6%

25.7%

11.1%

9.2%

20.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0%

日常生活の悩みや心配ごとの相談(225)

福祉に関する情報の提供(323)

地域住民の見守り(423)

福祉サービス利用にあたっての調整や支援(182)

地域の福祉課題を解決していくための仕組みづくり(151)

特にない(342)

有効回答者数：1,646



34.4%
21.9%

29.8%
26.6%

37.8%
37.7%
39.2%

50.0%
41.4%

48.1%
52.0%

50.7%
52.4%
50.3%

15.6%
36.7%

22.1%
21.3%

11.5%
9.9%
10.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全年代(1,765)
20代(169)
30代(181)
40代(244)
50代(296)
60代(403)

70代以上(451)
知っている 名前は知っているが、どんな団体かはしらない 全く知らない

19.8%
26.6%

22.5%
15.7%
21.7%

17.5%
18.3%

80.2%
73.4%

77.5%
84.3%
78.3%

82.5%
81.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全年代(1,769)
20代(169)
30代(182)
40代(242)
50代(299)
60代(405)

70代以上(454)
参加したことがある 参加したことがない

（３）地域福祉活動を支え、発展させる社会福祉協議会

　【社会福祉協議会の認知度（年代別）】

　　○社会福祉協議会の認知度についいては、「全く知らない」、「名前を知っているが、

　　　どんな団体かを知らない」の回答を合わせて約65％となっており、年代別に見て

　　　若い世代の認知度が極めて低いことがわかりました。

　

　【ボランティアやＮＰＯ法人の活動への参加経験（年代別）】

　　○ボランティアやＮＰＯ法人の活動については、参加したことのない人が80.2％を

　　　占めており、全世代において参加経験が少ないことがわかりました。

　

　　　

　　　　　

　

　　　

　　　　　　

（地域福祉活動をさせ、発展させる社会福祉協議会の分析結果）

　◎地域福祉活動やボランティア活動などを推進するという役割を持つ社会福祉協議会は、

　　世代や個人の状況に応じた参加環境を把握しつつ、活動を提起する必要があると考え

　　られます。



（４）地域における福祉課題と相談体制

　【地域で優先的に解決しなければならない問題】

　　○地域で優先的に解決しなければならない課題については、地区によって多少の違い

　　　はあるものの、「高齢者のみ世帯の安否確認」、「自力で除雪が困難な世帯への支

　　　援」、「災害が発生した際の安否確認や避難誘導」という回答が多くを占めていま

　　　す。

　【地域で優先的に解決しなければならない課題（類型化）】

　　○またこれらの地域課題を類型化すると「社会経済弱者の支援」、「災害支援」に対

　　　する関心が高いことがわかります。また、仕事のない成人を支援する「成人支援」

　　　などが新たな問題として浮かび上がってきています。

　　　

　【生活の問題に係る相談相手】　

　　○生活の問題にかかる相談相手については、「家族・親戚・友人という私的な関係

　　　者」に相談を持ちかける人が多い一方、「相談する相手がいない」という回答もあ

　　　り、こうした方が気軽に相談できる体制の整備が地域の課題となっています。

　　　

　　

44.6%
6.2%

8.4%
17.1%

5.9%
17.2%

7.0%
11.9%

3.4%
30.5%

32.9%
11.9%

7.1%
1.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

高齢者のみ世帯の安否確認(819)
障がい者が地域で自立して生活するための支援(114)
障がい者に対する地域の理解、交流の促進(154)

孤立死（孤独死）の防止(315)
高齢者、障がい者、子どもなどの虐待防止(108)

働きながら子どもを育てることができる環境の整備(317)
子どもの教育や将来のことを相談できる環境の整備(128)

犯罪や非行の防止(218)
振り込め詐欺など消費者被害の防止(62)

災害が発生した際の安否確認や避難誘導(561)
自力での除雪が困難な世帯への支援(605)

生活習慣病等を予防するための健康づくりへの取組み(218)
仕事に就けない人への就労支援(131)

その他(34)

有効回答者数：1,838

39.9%
11.8%

7.4%
30.8%

9.2%
0.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

社会的弱者の支援(1,510)
子育て支援(445)
犯罪防止(280)
災害支援(1,166)
成人支援(349)
その他(34)

有効回答数：3,784

70.8%
8.5%

28.8%
2.6%
3.3%

7.5%
4.2%

2.4%
12.7%

2.8%
5.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

家族・親族(1,302)
近所の人(157)

友人(530)
町内会役員(47)

民生委員・児童委員(60)
地域包括支援センター(137)

社会福祉協議会(77)
障がい者総合相談窓口(45)

市役所・支所・市民センター(233)
その他(52)

相談する相手がいない(101)

有効回答者数：1,838

（回答結果全体をとおして）

①会津若松市においては、住居の居住形態などは大きな変化は生じていませんが、

　女性の社会進出、少子高齢化、核家族化の波は着実に進行しています。

②１０年後の高齢化率が30％を超えることが確実視されており、こうした将来に

　備え、今から地域における相談や見守りの支援体制の整備を行う必要があります。

③若い世代と高齢世代、男性と女性、働いている者と働いていない者、小さな子供

　がいる世帯といない世帯、多くの人たちが「ひとりぼっちを見逃さない」地域を

　つくりだす準備を進めなければなりません。


